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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリビニルアルコール系偏光子と、光硬化性接着剤を硬化してなる接着層と、保護フィ
ルムとを含み、前記偏光子の両面が前記接着層を介して保護フィルムでそれぞれ被覆され
てなる偏光板であって、
　前記光硬化性接着剤は、ラジカル重合性化合物およびカチオン重合性化合物からなる主
剤と、光ラジカル重合開始剤と、光カチオン重合開始剤とを含み、
　前記ラジカル重合性化合物として、２－ヒドロキシエチルアクリレート、４－ヒドロキ
シブチルアクリレート、２－メトキシエチルアクリレート、３－メトキシブチルアクリレ
ート、トリデシルメタアクリレート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアクリレ
ート、エトキシジエチレングリコールアクリレート、フェノキシエチルアクリレート、ト
リフルオロエチルアクリレート、ω－カルボキシ－ポリカプロラクトンアクリレート、ポ
リエチレングリコール（４００）ジアクリレート、ポリエチレングリコール（６００）ジ
アクリレート、及びエトキシ化（９）トリメチロールプロパントリアクリレートから成る
群より選ばれるガラス転移温度が－８０℃～０℃のホモポリマーを形成するラジカル重合
性化合物（ａ）を前記主剤中に６０～９９．８質量％含み、
　前記ラジカル重合性化合物（ａ）中の単官能ラジカル重合性化合物の割合が９０質量％
以上であり、
　前記カチオン重合性化合物として、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－
エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル－５
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，５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－メタ－ジオキサン、ビス（３，４－
エポキシシクロヘキシルメチル）アジペート、ビス（３，４－エポキシ－６－メチルシク
ロヘキシルメチル）アジペート及び１，２－エポキシ－４－ビニルシクロヘキサンから成
る群より選ばれる、（メタ）アクリロイル基を有しないカチオン重合性化合物（ｃ）を前
記主剤中に０．０２～４０質量％含み、
　前記主剤１００質量部に対して、前記光ラジカル重合開始剤を１～１０質量部、前記光
カチオン重合開始剤を０．５～５質量部の範囲でそれぞれ含む、
　ことを特徴とする偏光板。
【請求項２】
　ラジカル重合性化合物（ａ）が、４－ヒドロキシブチルアクリレート、ω－カルボキシ
－ポリカプロラクトンモノアクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート及びポリエチレ
ングリコール（４００）ジアクリレートから成る群より選ばれ、
　カチオン重合性化合物（ｃ）が、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エ
ポキシシクロヘキサンカルボキシレートである、請求項１記載の偏光板。
【請求項３】
　前記ラジカル重合性化合物（ａ）として前記主剤中に、４－ヒドロキシブチルアクリレ
ート：１０～９９．８質量％と、ω－カルボキシ－ポリカプロラクトンモノアクリレート
：０～５０質量％とを含有する、請求項１～３のいずれか１項記載の偏光板。
【請求項４】
　前記光硬化性接着剤が、ガラス転移温度が６０℃～２５０℃のホモポリマーを形成する
ラジカル重合性化合物（ｂ）をさらに含む、請求項１～３いずれか１項記載の偏光板。
【請求項５】
　前記カチオン重合性化合物中に占める前記カチオン重合性化合物（ｃ）の割合が７５質
量％以上である、請求項１～４のいずれか１項記載の偏光板。
【請求項６】
　ラジカル重合性化合物およびカチオン重合性化合物からなる主剤と、光ラジカル重合開
始剤と、光カチオン重合開始剤とを含み、
　前記ラジカル重合性化合物として、２－ヒドロキシエチルアクリレート、４－ヒドロキ
シブチルアクリレート、２－メトキシエチルアクリレート、３－メトキシブチルアクリレ
ート、トリデシルメタアクリレート、ジエチレングリコールモノエチルエーテルアクリレ
ート、エトキシジエチレングリコールアクリレート、フェノキシエチルアクリレート、ト
リフルオロエチルアクリレート、ω－カルボキシ－ポリカプロラクトンアクリレート、ポ
リエチレングリコール（４００）ジアクリレート、ポリエチレングリコール（６００）ジ
アクリレート、及びエトキシ化（９）トリメチロールプロパントリアクリレートから成る
群より選ばれるガラス転移温度が－８０℃～０℃のホモポリマーを形成するラジカル重合
性化合物（ａ）を前記主剤中に６０～９９．８質量％含み、
　前記ラジカル重合性化合物（ａ）中の単官能ラジカル重合性化合物の割合が９０質量％
以上であり、
　前記カチオン重合性化合物として、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－
エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、２－（３，４－エポキシシクロヘキシル－５
，５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－メタ－ジオキサン、ビス（３，４－
エポキシシクロヘキシルメチル）アジペート、ビス（３，４－エポキシ－６－メチルシク
ロヘキシルメチル）アジペート及びビニルシクロヘキセンモノオキサイド－１，２－エポ
キシ－４－ビニルシクロヘキサンから成る群より選ばれる（メタ）アクリロイル基を有し
ないカチオン重合性化合物（ｃ）を前記主剤中に０．０２～４０質量％含み、
　前記主剤１００質量部に対して、前記光ラジカル重合開始剤を１～１０質量部、前記光
カチオン重合開始剤を０．５～５質量部の範囲でそれぞれ含むことを特徴とする、偏光板
形成用光硬化性接着剤。
【請求項７】
　ラジカル重合性化合物（ａ）が、4－ヒドロキシブチルアクリレート、ω－カルボキシ
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－ポリカプロラクトンモノアクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート及びポリエチレ
ングリコール（４００）ジアクリレートから成る群より選ばれ、
　カチオン重合性化合物（ｃ）が、３，４－エポキシシクロヘキシルメチル－３，４－エ
ポキシシクロヘキサンカルボキシレートである、請求項６記載の偏光板形成用光硬化性接
着剤。
【請求項８】
　前記ラジカル重合性化合物（ａ）として４－ヒドロキシブチルアクリレート：１０～９
９．８質量％と、ω－カルボキシ－ポリカプロラクトンモノアクリレート：０～５０質量
％とを含有する、請求項６または７記載の偏光板形成用光硬化性接着剤。
【請求項９】
　ガラス転移温度が６０℃～２５０℃のホモポリマーを形成するラジカル重合性化合物（
ｂ）をさらに含む、請求項６～８のいずれか１項記載の偏光板形成用光硬化性接着剤。
【請求項１０】
　請求項１～５のいずれか１項記載の偏光板の製造方法であって、
　前記偏光板は、前記偏光子と、前記光硬化性接着剤を硬化してなる第１および第２の接
着層と、第１および第２の保護フィルムとを含み、
　前記光硬化性接着剤を、第１および第２の保護フィルムの各一方の面にそれぞれ塗工し
て、第１および第２の光硬化性接着剤層を形成し、
　前記偏光子の両面に、前記第１および第２の光硬化性接着剤層が内側となるように前記
第１および第２の保護フィルムを積層し、
　前記第１および／または第２の保護フィルムを通して活性エネルギー線を照射し、前記
第１および第２の光硬化性接着剤層を硬化して第１および第２の接着層を形成することを
特徴とする、偏光板の製造方法。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれか１項記載の偏光板の製造方法であって、
　前記偏光板は、前記偏光子と、前記光硬化性接着剤を硬化してなる第１および第２の接
着層と、第１および第２の保護フィルムとを含み、
　前記偏光子の一方の面に前記光硬化性接着剤を塗工して第１の光硬化性接着剤層を形成
し、前記第１の光硬化性接着剤層の表面に第１の保護フィルムを積層し、
　前記偏光子の他方の面に前記光硬化性接着剤を塗工して第２の光硬化性接着剤層を形成
し、前記第２の光硬化性接着剤層の表面に第２の保護フィルムを積層し、
　前記第１および／または第２の保護フィルムを通して活性エネルギー線を照射し、前記
第１および第２の光硬化性接着剤層を硬化して第１および第２の接着層を形成することを
特徴とする、偏光板の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置等に用いられる偏光板及び該偏光板形成用の光硬化性接着剤に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　時計、携帯電話、個人用の携帯情報端末（ＰＤＡ）、ノートパソコン、パソコン用モニ
タ、ＤＶＤプレーヤー、ＴＶなどでは液晶表示装置が急速に市場に広まっている。液晶表
示装置は、液晶のスイッチングによる偏光状態を可視化させたものであり、その表示原理
から、偏光子が用いられる。特に、ＴＶ等の用途では、ますます高輝度、高コントラスト
、広い視野角が求められ、偏光板においてもますます高透過率、高偏光度、高い色再現性
などが求められている。
【０００３】
　液晶表示関連分野などに用いられる偏光子は、通常ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）に
ヨウ素や染料を吸着させたものを一軸延伸して製造される。このポリビニルアルコール系
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偏光子は、熱や水分により収縮し、偏光性能の低下をきたす。そこで、ＰＶＡ系偏光子の
表面に保護フィルムを貼合せたものが偏光板として用いられる。
【０００４】
　偏光子に保護フィルムを貼着するための接着剤としては、従来からポリビニルアルコー
ル系樹脂の水溶液（ＰＶＡ系接着剤）が広く使用されている（特許文献１、２参照）。
　また、特許文献３には、水性ウレタン系接着剤を用いてなる偏光板が開示されている。
【０００５】
　ところで、特にＴＶで代表されるように、近年、画像表示装置の大画面化が進むにつれ
、偏光板に対しても大型化の要求が高まり、重要な課題になっている。
　しかし、前述の水系接着剤を用いた偏光板では、バックライトの熱により偏光板の寸法
が変化し、その寸法変化に起因するひずみが画面の一部に局在化し、その結果、本来画面
全体が黒く表示されるべき場合に、部分的に光がもれてしまう、いわゆる光抜け（ムラ）
が顕著になってくるという問題がある。
【０００６】
　上記のような理由から、水系接着剤の代わりに、カチオン重合性紫外線硬化型接着剤を
使用することが提案されている（特許文献４参照）。
　しかし、カチオン重合性紫外線硬化型接着剤では、紫外線照射後に暗反応（後重合）が
生じるので、長尺の硬化物を巻取りロール状にした場合、保管時に巻き癖がつきやすいと
いう問題がある。しかも、カチオン重合性紫外線硬化型接着剤は、硬化時の湿度の影響を
受けやすく、硬化状態がバラつきやすいという問題がある。そこで、均一な硬化状態を発
現するためには、環境湿度は言うに及ばず、ＰＶＡ系偏光子の含水率を厳しく管理する必
要がある。
　ラジカル重合性紫外線硬化型接着剤には、このような問題が比較的少ないという点で優
れる。
【０００７】
　ところで、液晶表示装置は、その用途が拡大するにつれて、さまざまな環境で使用され
るようになり、液晶表示装置を構成する偏光板には高い耐環境性が要求されている。
　例えば、携帯電話に代表されるモバイル用途の液晶表示装置では、高い耐湿熱耐久性が
要求されている。
【０００８】
　上記したように、ラジカル重合性紫外線硬化型接着剤はカチオン重合性硬化型接着剤に
比して、種々の点で優れる。
　しかし、ラジカル重合性紫外線硬化型接着剤を用いた場合、湿熱環境下に長時間暴露さ
れると、偏光性能が低下しやすく、切断端部ではヨウ素や染料で着色した偏光子の色抜け
が発生しやすいという問題がある。
　また、湿熱環境下よりもさらに過酷な条件（例えば、６０℃の温水に浸漬）においては
、偏光子の色抜けが顕著に発生する。
　すなわち、偏光板の使用環境がさらに過酷になっている今日、従来の偏光板を更に上回
る耐湿熱性を持った偏光板が望まれているのが実情である。
【０００９】
　さらに、偏光板ポリビニルアルコール系フィルムとプラスチックフィルムとを簡便に充
分な強度で接着するために、（メタ）アクリル系のラジカル重合性化合物とカチオン重合
性化合物を併用する接着性組成物も提案されている（特許文献５）。しかし、この技術で
は、打ち抜き加工性においてさらなる改善が求められる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開平０９－２５８０２３号公報
【特許文献２】特開２００５－２０８４５６号公報
【特許文献３】特開２００４－３７８４１号公報
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【特許文献４】特開２００８－２３３８７４号公報
【特許文献５】特開２００８－２６０８７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、ポリビニルアルコール系偏光子と保護フィルムとを構成層とし、保護フィル
ムと偏光子との接着性および打ち抜き加工性に優れ、耐水性にも優れる偏光板を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明者らは前記課題を解決すべく鋭意検討を重ねた結果、以下に示す偏光板により前
記目標達成できることを見出し、本発明を完成するに至った。
　すなわち、本発明は、　ポリビニルアルコール系偏光子と、光硬化性接着剤を硬化して
なる接着層と、保護フィルムとを含み、前記偏光子の両面が前記接着層を介して保護フィ
ルムでそれぞれ被覆されてなる偏光板であって、
　前記光硬化性接着剤は、ラジカル重合性化合物およびカチオン重合性化合物からなる主
剤と、光ラジカル重合開始剤と、光カチオン重合開始剤とを含み、
　前記ラジカル重合性化合物として、ガラス転移温度が－８０℃～０℃のホモポリマーを
形成するラジカル重合性化合物（ａ）を前記主剤中に６０～９９．８質量％含み、
　前記カチオン重合性化合物として、（メタ）アクリロイル基を有しないカチオン重合性
化合物（ｃ）を前記主剤中に０．０２～４０質量％含み、
　前記主剤１００質量部に対して、前記光ラジカル重合開始剤を１～１０質量部、前記光
カチオン重合開始剤を０．５～５質量部の範囲でそれぞれ含むことを特徴とする偏光板に
関する。
【００１３】
　さらに、本発明は、ラジカル重合性化合物およびカチオン重合性化合物からなる主剤と
、光ラジカル重合開始剤と、光カチオン重合開始剤とを含み、
　前記ラジカル重合性化合物として、ガラス転移温度が－８０℃～０℃のホモポリマーを
形成するラジカル重合性化合物（ａ）を前記主剤中に６０～９９．８質量％含み、
　前記カチオン重合性化合物として、（メタ）アクリロイル基を有しないカチオン重合性
化合物（ｃ）を前記主剤中に０．０２～４０質量％含み、
　前記主剤１００質量部に対して、前記光ラジカル重合開始剤を１～１０質量部、前記光
カチオン重合開始剤を０．５～５質量部の範囲でそれぞれ含むことを特徴とする、偏光板
形成用光硬化性接着剤に関する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、ポリビニルアルコール系偏光子と保護フィルムとを構成層とする偏光
板であって、接着性、打ち抜き加工性、及び耐水性に優れる偏光板を提供することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の偏光板の一例を示す断面図（イメージ）である。
【図２】本発明の偏光板の製造方法の一例を示すフロー図（イメージ）である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の好ましい実施形態について説明する。
［接着層］
　以下、本発明の偏光板を構成する接着層（または接着剤層）について説明する。
　接着層（図１および２において符号２，４）は、光硬化性接着剤を硬化してなるもので
ある。
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　光硬化性接着剤は、光硬化性化合物からなる主剤と、重合開始剤とを含む。主剤は、ラ
ジカル重合性成分（ラジカル重合性化合物）とカチオン重合性成分（カチオン重合性化合
物）を含む。
　ラジカル重合性成分は、ガラス転移温度が－８０℃～０℃のホモポリマーを形成し得る
ラジカル重合性化合物（ａ）（以下、これを「ラジカル重合性化合物（ａ）」または「低
Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）」とも記す。）を必須成分とし、さらにガラス転移温度
が６０℃～２５０℃のホモポリマーを形成し得るラジカル重合性化合物（ｂ）（以下、こ
れを「ラジカル重合性化合物（ｂ）」または「高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）」とも
記す。）を含有し得る。すなわち、ラジカル重合性成分として、ホモポリマーのガラス転
移温度が－８０℃～０℃であるラジカル重合性化合物（ａ）を含み、ホモポリマーのガラ
ス転移温度が６０℃～２５０℃であるラジカル重合性化合物（ｂ）を任意に含む。
【００１７】
　低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）のうち、単官能のものとしては、例えば、
　２－ヒドロキシエチルアクリレート（ホモポリマーのＴｇ：－９℃、以下同様）、
　２－ヒドロキシプロピルアクリレート（－７℃）、および
　４－ヒドロキシブチルアクリレート（－５５℃）、
　に代表される水酸基末端アルキル（メタ）アクリレート；
　２－メトキシエチルアクリレート（－４３℃）、
　３－メトキシブチルアクリレート（－４７℃）、
　トリデシルアクリレート（－６５℃）、および
　トリデシルメタアクリレート（－３７℃）、
　に代表されるアルキル基末端アルキル（メタ）アクリレート；
　ジエチレングリコールモノエチルエーテルアクリレート（－５４℃）、
　エトキシジエチレングリコールアクリレート（－５１℃）、
　メトキシポリエチレングリコール（ｎ＝９）アクリレート（－７１℃）、および
　メトキシトリプロピレングリコールアクリレート（－７５℃）、
　に代表されるアルキル基末端（ポリ）アルキレングリコール系（メタ）アクリレート；
　フェノキシエチルアクリレート（－１５℃）、
　トリフルオロエチルアクリレート（－１０℃）、
　ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンアクリレート（－４６℃）、などが挙げられる。
【００１８】
　また、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）のうち、多官能のものとしては、
　ポリエチレングリコール（４００）ジアクリレート（－２８℃）、
　ポリエチレングリコール（６００）ジアクリレート（－４２℃）、
　トリエチレングリコールジメタクリレート（－５℃）、
　エトキシ化（９）トリメチロールプロパントリアクリレート（－１９℃）、などが挙げ
られる。
【００１９】
　本発明における光硬化性接着剤は、これらの材料を適宜組み合わせて使うことができる
。
　低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）としては、単官能のものが好ましい。低Ｔｇラジカ
ル重合性化合物（ａ）ではあっても、多官能のものだけを使用することは、後述するカッ
ター試験性能の点で好ましくない場合がある。そこで、このカッター試験性能も良好なも
のとするためには、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）として多官能のものを併用する場
合に、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）（１００質量％とする）中に４０質量％未満程
度、好ましくは１０質量％未満程度に抑えることが好ましい。
【００２０】
　さらに、後述する高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）を用いる場合は、この高Ｔｇラジ
カル重合性化合物（ｂ）も、多官能ではなく単官能であることが好ましい。換言すると、
ラジカル重合性化合物（（ａ）または（ａ）＋（ｂ））として多官能ラジカル重合性化合
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物を用いる場合、その割合は主剤（１００質量％とする）中に４０質量％未満程度、好ま
しくは１０質量％未満程度であることが好ましい。
　あるいは、ラジカル重合性化合物中の単官能ラジカル重合性化合物（単官能のラジカル
重合性化合物（ａ）、または、単官能のラジカル重合性化合物（ａ）および（ｂ）の合計
）の割合は、６０質量％以上であることが好ましく、７０質量％以上であることがより好
ましく、９０質量％以上であることが一層好ましい。
【００２１】
　このラジカル重合性化合物（ａ）は、ホモポリマーのガラス転移温度が－６０℃～－２
０℃のものがより好ましく、ホモポリマーのガラス転移温度が－６０℃～－４０℃のもの
が一層好ましい。
【００２２】
　これら低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）のうち、ＰＶＡ系偏光子との接着性向上の点
から、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートなどの水酸基を有するものが好ましく、
なかでも４－ヒドロキシブチルアクリレートが好ましい。硬化物のＴｇを低くしにくいと
いう点では、水酸基を有してはいても、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロ
キシプロピルアクリレートは使用しないことが好ましい。すなわち、ヒドロキシアルキル
（メタ）アクリレートのアルキル基の炭素数は、４～４０程度であることが好ましい。
【００２３】
　また、硬化後の接着剤層の凝集力を高め、接着力を向上させる点で、低Ｔｇラジカル重
合性化合物（ａ）として、ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンモノ（メタ）アクリレート
をさらに用いることが好ましい。但し、ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンモノ（メタ）
アクリレートは硬化性があまり良くないので、ラジカル重合開始剤の種類や量を適宜選択
したり、紫外線照射装置のランプを適宜選択したり、照射強度や照射線量等の硬化条件を
適宜選択したり、保護フィルムの種類や厚み等を適宜選択したりすることによって、硬化
性を補うことができる。ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンモノ（メタ）アクリレートの
カプロラクトンの重合度（ｎ）は特に限定されないが、ｎ＝２～２０程度であることが好
ましい。
【００２４】
　たとえば、主剤の合計を１００質量％として６０～９９．８質量％であるラジカル重合
性化合物（ａ）は、４－ヒドロキシブチルアクリレート等のヒドロキシアルキル（メタ）
アクリレートを１０～９９．８質量％、ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンモノ（メタ）
アクリレートを０～５０質量％の各範囲で組み合わせることが好ましい。
　また、ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンモノ（メタ）アクリレートを配合する場合は
、ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートを１０～９９．７質量％、ω-カルボキシ-ポ
リカプロラクトンモノ（メタ）アクリレートを０．０１～５０質量％の範囲で用いること
がさらに好ましい。
【００２５】
　任意で配合される高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）としては、例えば、
　ジシクロペンタニルメタクリレート（ホモポリマーのＴｇ：１８０℃、以下同様）、
　トリフルオロエチルメタクリレート（８１℃）、
　ｔ－ブチルメタクリレート（１１３℃）、
　エチルメタクリレート（６５℃）、
　テトラヒドロフルフリルメタクリレート（６８℃）、
　イソボルニルアクリレート（８５℃）、および
　アクリロイルモルホリン（１０６℃）等が挙げられる。なかでも、耐熱性の観点からイ
ソボルニルアクリレート、アクリロイルモルホリンを使用することが好ましい。
　このラジカル重合性化合物（ｂ）は、ホモポリマーのガラス転移温度が６０℃～２００
℃のものがより好ましく、ホモポリマーのガラス転移温度が８０℃～１５０℃のものが一
層好ましい。
　本発明における光硬化性接着剤は、これらの材料を適宜組み合わせて使うことができる
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。
【００２６】
　なお、前記の低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）、高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）
から形成され得る各ホモポリマーのＴｇは、以下のようにして求められる値である。
　各化合物と開始剤とを適当量プラスチック製の容器に入れ、紫外線を照射し、硬化させ
たもの、１０ｍｇを測定用試料とし、示差走査熱量計（ＤＳＣ）を用いて、１０℃/分又
は２０℃/分の昇温速度で測定した。
【００２７】
　（メタ）アクリロイル基を有しないカチオン重合性化合物（ｃ）（以下、これを「カチ
オン重合性化合物（ｃ）」とも記す。）は、カチオン重合性の官能基を有し且つ（メタ）
アクリロイル基を有しない化合物であり、例えば、３，４－エポキシシクロヘキシルメチ
ル－３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレート、２－（３，４－エポキシシクロ
ヘキシル－５，５－スピロ－３，４－エポキシ）シクロヘキサン－メタ－ジオキサン、ビ
ス（３，４－エポキシシクロヘキシルメチル）アジペート、ビス（３，４－エポキシ－６
－メチルシクロヘキシルメチル）アジペート、ビニルシクロヘキセンモノオキサイド １
，２－エポキシ－４－ビニルシクロヘキサンなどの、１分子中に１個以上の脂環式エポキ
シ基を有する化合物やオキセタニル基を有する化合物が挙げられる。カチオン重合性化合
物（ｃ）は、硬化した接着層の耐水性向上の役割を担う。
　脂環式エポキシ基を有する化合物のうち、反応性の点から、３，４－エポキシシクロヘ
キシルメチル－３，４－エポキシシクロヘキサンカルボキシレートを使用することが好ま
しい。
【００２８】
　本発明においては、カチオン重合性化合物（ｃ）は、接着力を確保し且つ打ち抜き加工
性を良好なものとする観点から、（メタ）アクリロイル基を有しないものを選択する。（
メタ）アクリロイル基を有するカチオン重合性化合物を上記（ｃ）と併用することもでき
るが、その場合の（メタ）アクリロイル基を有するカチオン重合性化合物の配合量は、主
剤１００質量％中に２０質量％未満程度、好ましくは１０質量％未満程度に抑える必要が
ある。
　あるいは、カチオン重合性化合物全体に占める（メタ）アクリロイル基を有しないカチ
オン重合性化合物（ｃ）の割合は５０質量％以上であることが好ましく、７５質量％以上
であることがより好ましい。
【００２９】
　光硬化性接着剤の主剤は、ラジカル重合性化合物（ａ）を６０～９９．８質量％、カチ
オン重合性化合物（ｃ）を０．０２～４０質量％の範囲で含み、ラジカル重合性化合物（
ａ）：６０～９９質量％、カチオン重合性化合物（ｃ）：１～４０質量％であることが好
ましく、ラジカル重合性化合物（ａ）：９０～９９質量％、カチオン重合性化合物（ｃ）
：１～１０質量％であることがより好ましい。
　低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）が６０質量％よりも少ないと、形成される接着層が
固くなりすぎて、接着力を確保できないばかりでなく、打ち抜き加工性が悪化してしまう
。
　一方、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）が９９．８質量％よりも多い、つまり、カチ
オン重合性化合物（ｃ）がほとんど含まれない場合、形成される接着層の耐水性が悪くな
り、偏光板を温水に浸漬するとＰＶＡ偏光子の色が抜けてしまう。
【００３０】
　高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）は、保護フィルムとして、トリアセチルセルロース
等のアセチルセルロース系樹脂フィルムを用いる場合に、接着力向上に寄与する。
　高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）を用いる場合には、低Ｔｇラジカル重合性化合物（
ａ）：６０～７５質量％、高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）：０．０１～３９．９８質
量％、カチオン重合性化合物（ｃ）：０．０２～２４．９９質量％であることが好ましく
、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）：６０～７０質量％、高Ｔｇラジカル重合性化合物
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（ｂ）：１０～３５質量％、カチオン重合性化合物（ｃ）：５～２０質量％であることが
より好ましい。
【００３１】
　あるいは、好ましい一実施形態における光硬化性接着剤は、主剤として、ガラス転移温
度が－８０℃～０℃のホモポリマーを形成する単官能のラジカル重合性化合物（ａ）：６
０～９９．８質量％と、
　ガラス転移温度が６０℃～２５０℃のホモポリマーを形成する単官能のラジカル重合性
化合物（ｂ）：０～３９．９８質量％と、
　カチオン重合性の官能基を有し（メタ）アクリロイル基を有しないカチオン重合性化合
物（ｃ）：０．０２～４０質量％（但し、前記（ａ）～（ｃ）の合計を１００質量％とす
る）とを含み、
　重合開始剤として、光ラジカル重合開始剤（ｄ）：１～１０質量部（前記（ａ）～（ｃ
）の合計１００質量部に対して）と、
　光カチオン重合開始剤（ｅ）：０．５～５質量部（前記（ａ）～（ｃ）の合計１００質
量部に対して）とを含むものである。
　さらに好ましくは、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）：６０～９９質量％、高Ｔｇラ
ジカル重合性化合物（ｂ）：０～３９質量％、及びカチオン重合性化合物（ｃ）：１～４
０質量％を含む。
【００３２】
　本発明における光硬化性接着剤には、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）や高Ｔｇラジ
カル重合性化合物（ｂ）の他に、さらに別のラジカル重合性化合物を添加してもよい。そ
の他のラジカル重合性化合物としてはウレタンアクリレート、エポキシアクリレート、ポ
リエステルアクリレート、ポリエーテルアクリレートが挙げられる。しかし、上述のよう
に、ラジカル重合性化合物は、限られた配合範囲で用いることが好ましい。
　また、本発明における光硬化性接着剤には、必要であれば適宜添加剤を添加してもよい
。添加剤としては、保護フィルムとの接着力を大きくでき、偏光板の収縮を抑制できると
いう点で、シランカップリング剤が好ましい。シランカップリング剤としては、アクリロ
イル基を有するものが好ましい。
【００３３】
　本発明における光硬化性接着剤は、光ラジカル重合開始剤（ｄ）を含む。
　光ラジカル重合開始剤（ｄ）としては特に制限はなく、例えばイルガキュアー１８４，
９０７，６５１，１７００，１８００，８１９，３６９，２６１、ＤＡＲＯＣＵＲ-ＴＰ
Ｏ（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ社製）、ダロキュア-１１７３（メルク社製）、
エザキュアーＫＩＰ１５０、ＴＺＴ（日本シイベルヘグナー社製）、カヤキュアＢＭＳ、
カヤキュアＤＭＢＩ、（日本化薬製）等が挙げられる。
　これらの中でも、光硬化後の接着剤層の透明性を高める点で、フォトブリーチするＤＡ
ＲＯＣＵＲ-ＴＰＯを使用することが好ましい。
　光ラジカル重合開始剤（ｄ）の配合割合は、前記ラジカル重合性化合物（ａ）、（ｂ）
及びカチオン重合性化合物（ｃ）の合計１００質量部に対して、１～１０質量部であり、
１～５質量部であることが好ましい。
【００３４】
　本発明における光硬化性接着剤は、光カチオン重合開始剤（ｅ）を含む。
　光カチオン重合開始剤（ｅ）としては、例えばＵＶＡＣＵＲＥ１５９０（ダイセル・サ
イテック製）、ＣＰＩ－１１０Ｐ（サンアプロ製）、などのスルホニウム塩やＩＲＧＡＣ
ＵＲＥ２５０（チバ・スペシャルティ・ケミカルズ製）、ＷＰＩ－１１３（和光純薬製）
、Ｒｐ－２０７４（ローディア・ジャパン製）等のヨードニウム塩が挙げられる。
　光カチオン重合開始剤（ｅ）の配合割合は、前記ラジカル重合性化合物（ａ）、（ｂ）
及びカチオン重合性化合物（ｃ）の合計１００質量部に対して、０．５～１０質量部であ
り、０．５～５質量部であることが好ましい。
【００３５】
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　光硬化性接着剤は、上記主剤および重合開始剤に加え、重合禁止剤、重合開始助剤、紫
外線吸収剤、可塑剤、着色剤、酸化防止剤、消泡剤、可塑剤等の各種の公知の添加剤を、
必要に応じて、本発明の効果を阻害しない範囲内で含むことができる。
【００３６】
［偏光子］
　本発明の偏光板に用いられるポリビニルアルコール系偏光子（図１、２において符号３
）について説明する。
　偏光子を形成する、すなわち偏光子の基材となるポリビニルアルコール系樹脂としては
、ポリビニルアルコール、エチレン・ビニルアルコール共重合体などが挙げられるが、耐
水性の点から、エチレン・ビニルアルコール共重合体が好ましい。ポリビニルアルコール
としては、酢酸基が数十％残存している部分ケン化ポリビニルアルコールや、酢酸基が残
存しない完全ケン化ポリビニルアルコールや、水酸基が変性された変性ポリビニルアルコ
ールなどが挙げられるが、特に限定されるものではない。ポリビニルアルコール系樹脂は
、１種単独で使用することも、あるいは２種以上を併用することもできる。
【００３７】
　上記ポリビニルアルコールの具体例としては、（株）クラレ製のＲＳポリマーであるＲ
Ｓ－１１０（ケン化度＝９９％、重合度＝１，０００）、同社製のクラレポバールＬＭ－
２０ＳＯ（ケン化度＝４０％、重合度＝２，０００）、日本合成化学工業（株）製のゴー
セノールＮＭ－１４（ケン化度＝９９％、重合度＝１．４００）などが挙げられる。ポリ
ビニルアルコールは、例えば、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、ピバリン酸ビニル等の
脂肪酸ビニルエステルの重合体を、アルカリ触媒等を用いてケン化して得られる。
【００３８】
　上記エチレン・ビニルアルコール共重合体は、エチレンと酢酸ビニルとの共重合体のケ
ン化物、すなわち、エチレン－酢酸ビニルランダム共重合体をケン化して得られるもので
あり、酢酸基が数十モル％残存している部分ケン化物から、酢酸基が数モル％しか残存し
ていないかまたは酢酸基が残存しない完全ケン化物まで含み、特に限定されない。
【００３９】
　偏光子は、公知の方法に従い、上述のポリビニルアルコール系樹脂をキャスティング成
形法等の方法によってフィルム化し、ヨウ素または二色染料（二色性色素）を吸着配向さ
せることにより得られる。前記偏光子は、ホウ酸等による架橋や、延伸をされたものであ
ってもよい。延伸を行なう場合、染色の前・染色と同時・染色の後の、いずれの段階で行
なってもよい、偏光子の形状としては、特に限定されないが、例えば、フィルム等が挙げ
られる。なお、本明細書において、「フィルム」の語は、厚みが小さいもの（厚みが１ｍ
ｍ未満のもの）の他、厚手のシート（例えば、厚みが１～５ｍｍのもの）も含むものとす
る。偏光子の厚さは、特に限定されないが、例えば、１０～４０μｍ程度が好ましい。
【００４０】
 [保護フィルム]
　本発明の偏光板に用いられる保護フィルム（図１、２において符号１，５）について説
明する。
　保護フィルムは特に限定されず、具体的には、現在偏光板の保護フィルムとして最も広
く用いられているトリアセチルセルロース（ＴＡＣ）等のアセチルセルロース系樹脂フィ
ルムや、トリアセチルセルロースよりも透湿度の低い透明樹脂フィルムを用いることがで
きる。
　トリアセチルセルロースよりも透湿度の低い保護フィルムを構成する材料としては、例
えば透明性、機械的強度、熱安定性、水分遮断性、等方性などに優れる熱可塑性樹脂が用
いられる。このような熱可塑性樹脂の具体例としては、シクロオレフィン系樹脂、アクリ
ル系樹脂が挙げられる。
【００４１】
　シクロオレフィン系樹脂は、環状オレフィンを重合単位として重合される樹脂の総称で
ある。具体例としては、環状オレフィンの開環（共）重合体、環状オレフィンの付加重合
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体、環状オレフィンとエチレン、プロピレン等のα－オレフィンとその共重合体（代表的
にはランダム共重合体）、および、これらを不飽和カルボン酸やその誘導体で変性したグ
ラフト重合体、ならびに、それらの水素化物などが挙げられ、ノルボルネン系樹脂が好ま
しい。ノルボルネン系樹脂フィルムは、特開２００５－１６４６３２号公報、特開２００
６－２０１７３６号公報、特開２００８－２３３２７９号公報等に記載された公知の方法
により得ることができる。
【００４２】
　シクロオレフィン系樹脂としては、種々の製品が市販されている。具体例としては、日
本ゼオン株式会社製の商品名「ゼオノア」、ＪＳＲ株式会社製の商品名「アートン」、Ｔ
ＩＣＯＮＡ社製の商品名「トーパス」、三井化学株式会社製の商品名「ＡＰＥＬ」が挙げ
られる。
【００４３】
　アクリル系樹脂は、ポリメチルメタクリレートをはじめ、メチルメタクリレートやブチ
ルメタクリレート等のアルキルエステル類の（メタ）アクリレートを主成分とする樹脂（
＝共重合体）である。場合によっては、他の樹脂とブレンドされて、フィルム化される。
アクリル系フィルムは、特開２００２－３６１７１２号公報等に記載された公知の方法に
より得ることができる。
　アクリル系フィルムは、種々の製品が市販されている。具体例としては、三菱レイヨン
社製の商品名「アクリプレン」や、カネカ社製の商品名「サンデュレン」が挙げられる。
【００４４】
　本発明の偏光板に使用される保護フィルムは、（１）、（５）の両面とも同一組成であ
っても異なっていても良い。例えば、（１）にシクロオレフィン系樹脂フィルムを使用し
、（５）に、アクリル系樹脂フィルムを使用しても何ら差し支えは無い。
【００４５】
　保護フィルムの厚さは、適宜に決定しうるが、一般には強度や取扱性等の作業性、薄層
性などの点より１～５００μｍ程度である。特に１～３００μｍが好ましく、５～２００
μｍがより好ましい。保護フィルム（１）と（５）の厚みは、同一であっても異なってい
てもよい。
　なお、偏光子の両側に保護フィルムを設ける場合、その表裏で同じポリマー材料からな
る保護フィルムを用いてもよく、異なるポリマー材料等からなる保護フィルムを用いても
よい。たとえば、偏光子の両面にアクリル系フィルムを使用する場合でも、アクリル系ポ
リマーの種類が互いに異なっていてもよいし、配合する添加剤が互いに異なっていてもよ
く、何ら限定はされない。
【００４６】
　本発明の偏光板は、以下のようにして得ることができる。
　即ち、第１の保護フィルム（１）の一方の面に、第１の光硬化性接着剤を塗工し、第１
の硬化性接着剤層（２’）を形成し、
　第２の保護フィルム（５）の一方の面に、第２の光硬化性接着剤を塗工し、第２の硬化
性接着剤層（４’）を形成し、
　次いで、ポリビニルアルコール系偏光子（３）の各面に、第１の硬化性接着剤層（２’
）及び第２の硬化性接着剤層（４’）を、同時に／または順番に重ね合わせ、
　第２の保護フィルム（５）の側から活性エネルギー線を照射し、第１の硬化性接着剤層
（２’）及び第２の硬化性接着剤層（４’）を硬化することによって製造することが好ま
しい。
【００４７】
　上記硬化性接着剤層（２’）および（４’）、保護フィルム（１）および（５）は、そ
れぞれ、互いに同一でも異なっていてもよい。すなわち、硬化性接着剤層（２’）と硬化
性接着剤層（４’）（換言すると第１の光硬化性接着剤と第２の光硬化性接着剤）は、同
一組成であってもよいし、異なる組成であってもよい。形成される接着剤層（２）および
（４）の厚みは、互いに同一でも異なっていてもよく、特に限定されないが、一般に、０
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．１μｍ～５０μｍであることが好ましく、より好ましくは０．５μｍ～２０μｍである
。
【００４８】
　以下、図２に基づいて、工程ごとに説明する。
［工程（ａ）］
　工程（ａ）は、図２の（ａ）に示されるように、保護フィルム（１）および（５）のそ
れぞれ片面に、接着剤層形成用の光硬化性接着剤を塗布し、必要に応じて乾燥等を行って
、硬化性接着剤層（２’）、（４’）を具備する積層体（１’）、（５’）を得る工程で
ある。
　光硬化性接着剤の塗布方法としては、特に限定されないが、例えばダイコート法、ロー
ルコート法、グラビアコート法、スピンコート法などが挙げられる。
【００４９】
［工程（ｂ）］
　工程（ｂ）は、図２の（ｂ）に示されるように、ポリビニルアルコール系偏光子（３）
の一方の面（図では上面）に、保護フィルム（１）と硬化性接着剤層（２’）とを具備す
る積層体（１’）を、
　ポリビニルアルコール系偏光子（３）の他方の面（図では下面）に、保護フィルム（５
）と硬化性接着剤層（４’）とを具備する積層体（５’）を、それぞれ重ね合わせる工程
である。
【００５０】
［工程（ｃ）］
　工程（ｃ）は、図２の（ｃ）に示されるように、活性エネルギー線（６）を照射するこ
とにより、保護フィルム（１）、（５）とポリビニルアルコール系偏光子（３）とに挟ま
れた硬化性接着剤層（２’）、（４’）を硬化させ、接着剤層（２），（４）を形成させ
る工程である。
　図では、保護フィルム（５）の側から活性エネルギー線（６）を照射する場合を示すが
、保護フィルム（１）の側から活性エネルギー線（６）を照射してもよいし、両側から同
時に、または両側から順次、活性エネルギー線（６）を照射してもよい。
【００５１】
　活性エネルギー線の照射量は、特に限定されるものではないが、波長２００～４５０ｎ
ｍ、照度１～５００ｍＷ／ｃｍ2の光を、照射量が１０～５０００ｍＪ／ｃｍ2となるよう
に照射して露光することが好ましい。照射量が１０ｍＪ／ｃｍ２より低い場合、紫外線硬
化性組成物の硬化が促進せず、欲する性能が発揮できないことがあり、照射量が５０００
ｍＪ／ｃｍ２より高い場合は、照射時間が非常に長くなり、生産性に問題がある。照射す
る活性エネルギー線の種類としては、可視光、紫外線、赤外線、Ｘ線、α線、β線、γ線
等が挙げられるが、特に紫外線が好ましい。光の照射装置としては、例えば、高圧水銀ラ
ンプ、低圧水銀ランプ、メタルハライドランプ、エキシマランプ等を用いることが好まし
い。
　活性エネルギー線（６）照射後、室温で１週間程度エージングすることもできる。
　工程（ｃ）を経ることにより、硬化性接着剤層（２’）、（４’）を硬化させて接着剤
層（２），（４）とし、偏光子（３）と保護フィルム（１）および（５）とが接着剤層（
２），（４）を介して接着されてなる偏光板が完成する（図１、図２中の（ｄ）参照）。
【００５２】
　また、本発明の偏光板は、ポリビニルアルコール系偏光子（３）の一方の面に、光硬化
性接着剤を塗工し、第１の硬化性接着剤層（２’）を形成し、形成された第１の硬化性接
着剤層（２’）の表面を第１の保護フィルム（１）で覆い、次いでポリビニルアルコール
系偏光子（３）の他方の面に、光硬化性接着剤を塗工し、第２の硬化性接着剤層（４’）
を形成し、形成された第２の硬化性接着剤層（４’）の表面を第２の保護フィルム（５）
で覆い、それから、第２の保護フィルム（５）の側から活性エネルギー線を照射し、第１
の硬化性接着剤層（２’）及び第２の硬化性接着剤層（４’）を硬化することによって製
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造することもできる。
【００５３】
　偏光板は、上記のように、偏光子と接着層と保護フィルムとを必須の構成として含むも
のであるが、その他の任意の構成を含んでいてもよい。たとえば、任意の位置に必要に応
じて反射層、反射防止層、ハードコート層、防汚層、防曇層、スティッキング防止層等を
含むことができる。
【実施例】
【００５４】
　［ポリビニルアルコール系偏光子］の製造例
　ホウ酸２０質量部、ヨウ素０．２質量部、ヨウ化カリウム０．５質量部を水４８０質量
部に溶解させて染色液を調整した。この染色液にＰＶＡフィルム（ビニロンフィルム＃４
０、アイセロ社製）を、３０秒浸漬した後、フィルムを一方向に２倍に延伸し、乾燥させ
て、膜厚３０μｍのＰＶＡ偏光子を得た。
【００５５】
［実施例１］
　保護フィルム（１）として、三菱レイヨン（株）製の紫外線吸収剤を含有するアクリル
フィルム：ＨＢＤ－００２（５０μｍ）を用い、保護フィルム（５）として、日本ゼオン
社製の紫外線吸収剤を含有しないシクロオレフィンフィルム、ゼオノアフィルム「ＺＦ－
１４」（１００μｍ）を使用し、それぞれその表面に３００Ｗ・ｍｉｎ／ｍ２の放電量で
コロナ処理を行った。表面処理後１時間以内に、保護フィルム（１）と（５）のそれぞれ
に、表１に示す光重合組成物をワイヤーバーコーター＃３を用いて塗工し、硬化性接着剤
層（２’）、（４’）を形成し、その硬化性接着剤層（２’）と（４’）との間に上記の
ＰＶＡ偏光子を挟み、保護フィルム（１）／硬化性接着剤層（２’）／ＰＶＡ系偏光子（
３）／硬化性接着剤層（４’）／保護フィルム（５）からなる積層体を得た。
　保護フィルム（１）がブリキ板に接するように、この積層体の四方をセロハンテープで
固定し、ブリキ板に固定した。
　ＵＶ照射装置（東芝社製　高圧水銀灯）で最大照度５００ｍＷ／ｃｍ2、積算光量８０
０ｍＪ／ｃｍ２の紫外線を保護フィルム（５）側から照射して、偏光板を作製した。形成
された各接着剤層の厚みは、３～４μｍであった。
【００５６】
［実施例２～８、比較例１～７］
　光硬化性重合組成物を表１および表２のように変えた以外は実施例１と同様にして偏光
板を作製し、後述する方法に従って、その性能を評価した。
【００５７】
［実施例９および１０]
　実施例９では、保護フィルム（１）を富士フィルム（株）製の紫外線吸収剤含有トリア
セチルセルロース系フィルム：商品名「フジタック」（８０μｍ）に、実施例１０では保
護フィルム（１）を日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有しないシクロオレフィンフィル
ム、ゼオノアフィルム「ＺＦ－１４」（１００μｍ）にそれぞれ代えた以外は、実施例３
と同様にして偏光板を得、同様に評価した。
【００５８】
［実施例１１］
　保護フィルム（１）を富士フィルム（株）製の紫外線吸収剤含有トリアセチルセルロー
ス系フィルム：商品名「フジタック」（８０μｍ）に代え、保護フィルム（５）を、紫外
線吸収剤を含まないトリアセチルセルロース系フィルム：商品名「ＴＡＣＰＨＡＮ　Ｎ８
８２ＧＬ」（８０μｍ）に代えた以外は、実施例３と同様にして偏光板を得、同様に評価
した。
【００５９】
［実施例１２]
　保護フィルム（１）、（５）を実施例１１と同様にし、表１に示すように高Ｔｇラジカ
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ル重合性化合物（ｂ）を含む光硬化性接着剤を用い、実施例３と同様にして偏光板を得、
同様に評価した。
【００６０】
［実施例１３]
　保護フィルム（１）、（５）を日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有しないシクロオレ
フィンフィルム、ゼオノアフィルム「ＺＦ－１４」（１００μｍ）にした以外は、実施例
１２と同様の光硬化性接着剤を用い、偏光板を得、同様に評価した。
【００６１】
［実施例１４および１５］
　保護フィルム（１）、（５）を実施例１３と同様にし、表１に示すように多官能アクリ
レート（ｂ）又はアクリロイル基を有するカチオン重合性化合物（ｘ）を含む光硬化性接
着剤を用い、実施例１３と同様にして偏光板を得、同様に評価した。
【００６２】
［比較例８～１１］
　保護フィルム（１）、（５）を日本ゼオン社製の紫外線吸収剤を含有しないシクロオレ
フィンフィルム、ゼオノアフィルム「ＺＦ－１４」（１００μｍ）にし、表２に記載の光
硬化性接着剤を用い、偏光板を得、同様に評価した。
【００６３】
＜接着力（剥離強度）＞
　得られた偏光板を、２５ｍｍ×１５０ｍｍのサイズにカッターを用いて裁断してサンプ
ルとした。サンプルを両面粘着テープ（東洋インキ製造株式会社製ＤＦ８７１２Ｓ）によ
り金属板上に貼り付けた。サンプル（偏光板）には、保護フィルムと偏光子の間に予め剥
離のキッカケを設けておき、２３℃、５０％ＲＨ環境下で、ピール速度：３００ｍｍ／ｍ
ｉｎにて接着力を測定した。表中の接着力は、以下の基準に従って評価した。
　２．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上・・・◎
　１．５（Ｎ／２５ｍｍ）以上～２．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満・・・○
　１．０（Ｎ／２５ｍｍ）以上～１．５（Ｎ／２５ｍｍ）未満・・・△
　１．０（Ｎ／２５ｍｍ）未満・・・×
【００６４】
＜カッター試験（密着力試験）＞
　得られた偏光板の、保護フィルムと偏光子の間にカッターの刃を入れ、刃を押し進めた
ときの刃の入り方を以下の基準で評価した。
　カッターの刃がフィルム間に容易に入らない・・・◎
　カッターの刃を押し進めたときに、刃がフィルム間に４～５ｍｍ入ったところで止まる
・・・○
　カッターの刃がフィルム間に無理なく入る・・・×
【００６５】
＜打ち抜き加工性＞
　ダンベル社製の１００ｍｍ×１００ｍｍの刃を用い、作製した偏光板を保護フィルム（
１）側から打ち抜いた。
　打ち抜いた偏光板の周辺の剥がれ状態を目視で観察した。
　偏光板の面積（１００ｃｍ２）に対して剥がれた面積の割合（％）が０～１％未満のも
のを◎、１～２％未満のものを○、２～３％未満のものを△、剥離面積が３％以上のもの
を×とした。
【００６６】
＜温水浸漬試験（耐水性）＞
　得られた偏光板を、２５ｍｍ×５０ｍｍのサイズにカッターを用いて裁断してサンプル
とし、これを恒温水（６０℃）中に２４時間、及び７２時間それぞれ浸漬させた後、サン
プル（偏光板）の色抜け度合いを目視で観察した。
　偏光板の面積に対して色抜けした面積の割合（％）が、０～１０％未満のものを◎、１
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０～３０％未満のものを○、３０％以上のものを×とした。
　評価結果を表１および表２に示す。使用した化合物および保護フィルムについては、表
１の下にその詳細を記載した。
【００６７】
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【表１】

【００６８】
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【表２】

【００６９】
　表１に示すように、いずれの実施例でも、接着性、打ち抜き加工性、および耐水性に優
れた偏光子を形成することができた。
　実施例３と実施例６はいずれも、高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）を含まず、低Ｔｇ
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ラジカル重合性化合物（ａ）の含有量が９０質量％の光硬化性接着剤を用いる場合であり
、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）として、４-ヒドロキシブチルアクリレートの他に
ω-カルボキシ-ポリカプロラクトンアクリレートを併用する実施例３は、実施例６よりも
凝集力が高く、接着力の点で優れている。
【００７０】
　また、実施例１２は、高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）を含む光硬化性接着剤を用い
る場合であり、高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）を含まない実施例１１に比して、保護
フィルムのトリアセチルセルロース系フィルムに対する接着性の点で優れているので、接
着力及び耐水性の点で優れている。
【００７１】
　さらに、実施例１３は、実施例１２に比して、保護フィルムに透湿性の低いシクロオレ
フィンフィルムを用いた場合であり、耐水性の点でより優れている。
【００７２】
　一方、カチオン重合性化合物（ｃ）を含有しない光硬化性接着剤を用いる比較例１は、
２４時間の耐水性すらも不良である。
　また、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）の含有量の少ない比較例２～５および１０は
、いずれも硬化した接着層が固くなりすぎるためか、接着力が小さく、打ち抜き加工性も
良くない。
【００７３】
　さらに、比較例６、７は、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）の含有量が少なく、単官
能高Ｔｇラジカル重合性化合物（ｂ）の代わりに３官能のラジカル重合性化合物と、カチ
オン重合性化合物（ｃ）の代わりにカチオン重合性官能基及び（メタ）アクリロイル基を
有する化合物を用いた場合であり、接着力が極めて小さかった。
【００７４】
　比較例８および９は、低Ｔｇラジカル重合性化合物（ａ）の含有量は十分ではあるが、
カチオン重合性化合物（ｃ）の代わりにカチオン重合性官能基及び（メタ）アクリロイル
基を有する化合物を用いた場合であり、接着力が極めて小さかった。
　なお、比較例４～９は、接着力が極めて小さかったにも関わらず、耐水性が良好だった
のは、カッター試験による密着性が良好であったことが原因の１つと考察される。
【符号の説明】
【００７５】
　１，５　保護フィルム
　２　第１の接着剤層
　３　ポリビニルアルコール系偏光子
　４　第２の接着剤層
　１’ 保護フィルム（１）と硬化性組成物からなる層（２’）との積層体
　５’ 保護フィルム（５）と硬化性組成物からなる層（４’）との積層体
　６ 活性エネルギー線
【要約】
【課題】保護フィルムと偏光子との接着性および打ち抜き加工性に優れ、耐水性にも優れ
る偏光板を提供する。
【解決手段】ポリビニルアルコール系偏光子の両面が、ラジカル重合性化合物（ａ）：６
０～９９．８質量％と、カチオン重合性の官能基を有し（メタ）アクリロイル基を有しな
いカチオン重合性化合物（ｃ）：０．０２～４０質量％と、光ラジカル重合開始剤（ｄ）
と光カチオン重合開始剤（ｅ）とを含む光硬化性接着剤を硬化してなる接着層を介して保
護フィルムでそれぞれ被覆されてなる偏光板。
【選択図】図１
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【図１】

【図２】
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